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2026年８月28日 

各 位 

 会 社 名 株 式 会 社 ナ ッ ク 

 代表取締役社長  川 上  裕 也 

 （コード番号9788 東証プライム） 

問合わせ先 経営管理本部長  安 藤  二 郎 

 （T E L . 0 3 - 3 3 4 6 - 2 1 1 1 ） 
 

 

簡易株式交換による株式会社洋光の完全子会社化に関するお知らせ 

 

当社は2026年８月28日開催の取締役会において、当社を株式交換完全親会社とし、株式会社洋光

（以下、「洋光」といいます。）を株式交換完全子会社とする株式交換（以下「本株式交換」といいま

す。）を行うことを決定し、同日付で洋光との間で株式交換契約（以下「本株式交換契約」といいま

す。）を締結いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、当社は、本株式交換について、会社法第 796 条第２項の規定に基づき、簡易株式交換の手続き

により株主総会の決議による承認を受けずに行う予定です。また、本株式交換は、株式交換完全子会社

となる洋光の直前事業年度末日における純資産の額が株式交換完全親会社となる当社の直前事業年度の

末日における純資産額の 10％未満、かつ、洋光の直前事業年度の売上高が当社の直前事業年度における

売上高の３％未満である株式交換であるため、開示事項及び内容を一部省略して開示しております。 

 

１．本株式交換による完全子会社化の目的 

当社グループは、祖業であるダスキン事業を中核事業の一つとして位置付けており、50 年以上にわた

りダスキン加盟店として培ってきた営業基盤、顧客との信頼関係及びノウハウを強みとしております。

今後も同事業における営業エリアの拡大及びサービス体制の強化を通じて、さらなる成長を目指してお

ります。 

一方、株式会社洋光は、千葉県を主要営業エリアとしてダスキン加盟店を運営し、地域に密着した営

業活動により顧客基盤を築いております。 

株式会社洋光をグループ化することにより、千葉県における事業基盤の強化及び営業エリアの拡大を

図り、ダスキン事業のさらなる成長と企業価値の向上に資するものと判断いたしました。この判断に基

づき、当社は、本日開催の取締役会において、株式会社洋光を完全子会社化することを目的として本株

式交換を実施することを決議し、両社間で本株式交換契約を締結いたしました。 

 

２．本株式交換の要旨 

（１）本株式交換の日程 

取 締 役 会 決 議 日 2026年８月28日 

契 約 締 結 日 2026年８月28日 

実 施 予 定 日 （ 効 力 発 生 日 ） 2026年 10月１日（予定） 

（注１）当社は、会社法第 796 条第２項の規定に基づき、株主総会の決議による承認を必要とし

ない簡易株式交換の手続きにより本株式交換を行う予定です。 

（注２）本株式交換の手続きの進行上の必要性その他の事由によって必要となる場合には、本株

式交換の日程は両社の合意により変更されることがあります。上記日程に変更が生じた場合には、

速やかに公表いたします。 
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（２）本株式交換の方式 

本株式交換は、当社を株式交換完全親会社、洋光を株式交換完全子会社とする株式交換です。 

なお、本株式交換は、当社においては、会社法第 796 条第２項の規定に基づき株主総会の決議による承

認を必要としない簡易株式交換の手続きにより、また、洋光においては、2026 年８月 28 日に開催予定

の臨時株主総会の決議により本株式交換契約の承認を受けた上で、2026 年 10 月１日を効力発生日とし

て行う予定です。 

 

（３）本株式交換に係る割当ての内容 

 
当社 

（株式交換完全親会社） 

株式会社洋光 

（株式交換完全子会社） 

本株式交換に係る割当比率 

（本株式交換比率） 
１ 879 

株式交換により交付する株式数 当社普通株式：351,600株(予定) 

（注１） 洋光の株式１株に対して、当社普通株式 879 株を割当て交付いたします。なお、上記

の本株式交換に係る割当比率（以下「本株式交換比率」といいます。）は、算定の根拠

となる諸条件に重大な変更が生じた場合、両社協議し合意の上、変更することがあり

ます。 

（注２） 本株式交換により交付する当社普通株式の数は 351,600 株となります。なお、当該交

付に係る全ての株式について、当社が保有する自己株式を充当する予定です。 

 

（４）本株式交換に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

洋光は、新株予約権及び新株予約権付社債を発行しておりません。 

 

３．本株式交換に係る割当ての内容の根拠等 

（１）割当ての内容の根拠及び理由 

当社は、本株式交換における株式交換比率の決定にあたり、その公平性及び妥当性を確保するため、

当社及び株式会社洋光から独立した第三者算定機関である株式会社クリフィックス FAS に株式交換比率

の算定を依頼いたしました。 

当社は、株式会社クリフィックス FAS による算定結果を参考に、株式会社洋光に対して実施した

デュー・ディリジェンスの結果等を踏まえ、両社の財務状況、業績動向及び将来の見通し等を総合的に

勘案のうえ、株式会社洋光との間で慎重に協議及び交渉を重ねてまいりました。 

その結果、本株式交換比率は妥当であり、それぞれの株主の利益に資するものであるとの判断に至っ

たことから、本日開催の両社の取締役会において本株式交換比率により本株式交換を実施することを決

議し、両社間で本株式交換契約を締結いたしました。 

なお、本株式交換比率は、本株式交換契約に従い、算定の前提となった諸条件に重大な変更が生じた

場合には、両社で協議の上、変更することがあります。 

 

（２）算定に関する事項 

①算定機関の名称並びに上場会社及び相手会社との関係 

株式会社クリフィックス FAS は、当社及び洋光から独立した第三者算定機関であり、両社の関連当事

者には該当せず、本株式交換に関して記載すべき重要な利害関係を有しておりません。 

 

②算定の概要 

株式会社クリフィックス FAS は、当社については東京証券取引所に上場しており市場株価が存在する

ことから市場株価法を採用し、株式会社洋光については非上場会社であることから将来の事業活動の状

況を評価に反映するため DCF 法（ディスカウンテッド・キャッシュ・フロー法）を採用して株式価値の

算定を行いました。 



3 
 

市場株価法では、2026 年８月 27 日を算定基準日として、東京証券取引所における当社普通株式の算

定基準日の終値並びに算定基準日までの直近１か月間、直近３か月間及び直近６か月間の終値単純平均

値を採用しております。 

DCF 法では、2027年３月期から2031年３月期までの事業計画を基礎として、将来生み出すと見込まれ

るフリー・キャッシュ・フローを一定の割引率により現在価値に割り引いて企業価値及び株式価値を算

定いたしました。 

各評価手法による算定結果は、以下のとおりです。 

採用手法 1株あたり株式価値 株式交換比率の 

レンジ 当社 洋光 当社 洋光 

市場株価法 DCF法 516～530円 436,699～467,790円 824～907 

なお、当該事業計画においては、大幅な増減益を見込んでいる事業年度はありません。 

株式会社クリフィックス FAS は、株式価値の算定に際して、当社及び株式会社洋光から提供を受けた

情報並びに一般に公開された情報等を原則としてそのまま採用し、それらの資料及び情報が正確かつ完

全であることを前提としており、独自にその正確性及び完全性の検証を行っておりません。また、当社

及び株式会社洋光の資産及び負債（簿外資産及び簿外負債その他偶発債務を含みます。）について独自の

評価又は査定を行っておりません。 

 

４．本株式交換の当事会社の概要 

  株式交換完全親会社 株式交換完全子会社 

（１） 名 称 株式会社ナック 株式会社洋光 

（２） 
所 在 地 東京都新宿区西新宿一丁目25-1 

千葉県市原市古市場315番地

1 

（３） 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役 川上 裕也 代表取締役 小泉 高広 

（４） 

事 業 内 容 

宅配水及び次亜塩素酸水溶液の

製造・販売、ダストコントロー

ル商品・介護用品及び福祉用

具・害虫駆除器のレンタル・販

売、定期清掃業務及び原状回復

工事、地場工務店に対する建築

関連ノウハウ商品及び建築部資

材の販売と施工、コンサルティ

ング業務並びに住宅フランチャ

イズ事業、戸建注文住宅の建築

請負及び分譲住宅の販売、化粧

品・健康食品の製造・販売、美

容材料・医薬品等の販売、洋酒

の輸入・販売 等 

株式会社ダスキンのフラン

チャイズ加盟店事業 

（５） 資 本 金 6,729百万円 20百万円 

（６） 設 立 年 月 日 1971年 5月20日 1994年 12月1日 

（７） 発 行 済 株 式 数 

（2026 年 3 月 31 日現在） 
46,613,500株 400株 

（８） 決 算 期 3月31日 7月31日 

（９） 

大 株 主 及 び 持 株 比 率 

（2026年3月31日現在）

(注1)(注2) 

株式会社ダスキン   27.90％ 

株式会社ヤマダホールディング

ス          10.64％ 

株式会社キャピタル   7.72％ 

日本マスタートラスト信託銀行

小泉 高広     33.5％ 

個人株主      33.3％ 

小泉 博      25.3％ 

個人株主       5.0％ 

個人株主       3.0％ 



4 
 

株式会社(信託口)    3.67％ 

ナック従業員持株会     3.59％ 

レモンガス株式会社   3.45％ 

エクセレント株主会   1.83％ 

株式会社ブリリアントフュー

チャー         1.66％ 

（10） 直近事業年度の経営成績及び財政状態 

決算期 
株式会社ナック（連結） 株式会社洋光 

2026年 3月期 2025年 7月期 

 純 資 産 23,115 245 

 総 資 産 38,878 286 

 １ 株 当 た り 純 資 産 ( 円 ) 552.65 614,011.29 

 売 上 高 58,919 251 

 営 業 利 益 2,483 ▲4 

 経 常 利 益 2,485 ▲3 

 
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 
1,631 ▲3 

 １ 株 当 た り 当 期 純 利 益 ( 円 ) 39.03 ▲8,012.71 

(注 1) 持株比率は発行済株式総数から自己株式を控除して算出しております。 

(注2) 洋光の大株主及び持株比率は2026年8月28日現在で記載しております。 

（単位：百万円。特記しているものを除く。） 

 

５．本株式交換後の状況 

株式交換完全親会社である当社において、本株式交換による当社の商号、本店所在地、代表者の役

職・氏名、事業内容、資本金、決算期についての変更はありません。 

 

６．今後の見通し 

本株式交換が当社の連結業績に与える影響は軽微であると判断しております。今後、開示すべき事項

が生じた場合には速やかに開示いたします。 

 

以 上 

 

（参考）2027年３月期連結業績予想及び2026年３月期連結実績             （百万円） 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

2027年３月期 

連結業績予想 
63,500 2,800 2,800 1,700 

2026年３月期 

連結実績 
58,919 2,483 2,485 1,631 

 


